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「
好
奇
心
見
た
い
聞
き
た
い
し
て
み
た
い
」

山
根
　
利
正
句

年
を
重
ね
る
と
、
悲
し
い
か
な
年
々

好
奇
心
と
い
う
も
の
は
薄
れ
て
い
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

見
た
い
！
聞
き
た
い
！
し
て
み
た

い

！山
根
さ
ん
の
好
奇
心
の
進
化
に
大
感

激
で
す
。
ア
ン
テ
ナ
の
、
感
度
も
す
ご

く
い
ゝ
の
で
し
ょ
う
ね
。

川
柳
を
続
け
る
者
に
と
っ
て
、
お
～

い
に
刺
激
を
受
け
、
が
ん
ば
ろ
う
と
思

わ
せ
る
素
敵
な
句
で
す
。

文
化
協
会
　
選
者
　
　
河
村
　
康
子

「
日
脚
の
伸
ぶ
畑
よ
り
母
の
声
の
し
て
」

田
中
　
裕
子
句

冬
至
が
過
ぎ
て
一
月
半
ば
と
も
な
る

と
、
一
日
一
日
と
日
が
長
く
な
る
。
こ

れ
は
一
日
に
畳
の
目
ひ
と
つ
ず
つ
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
「
日
脚
伸
ぶ
」
　
は
、

そ
の
頃
を
表
す
季
語
で
あ
る
。
寒
気
が

ゆ
る
み
、
は
や
畑
に
か
が
む
野
菜
作
り

の
好
き
な
お
母
さ
ん
が
、
何
か
う
れ
し

い
こ
と
見
つ
け
た
の
か
、
娘
の
作
者
を

呼
ぶ
声
が
す
る
。

長
閑
な
、
そ
し
て
温
か
い
母
子
の
心

の
通
い
が
感
じ
ら
れ
る
佳
句
で
あ
る
。

文
化
協
会
　
選
者
　
　
藤
井
　
汎
水

フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ズ
写
意
の活
動

代
表
　
藤
井
　
三
男

私
た
ち
の
団
体
は
写
真
の
ク
ラ
ブ
で
、

平
成
二
十
二
年
に
結
成
さ
れ
、
二
年
に
一

度
程
度
作
品
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
防
府
市
書
道
連
盟
の
人
た
ち
と
合
同

で
、
六
月
二
十
四
㈲
～
二
十
六
日
図
、
作

品
展
を
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
に
て
行
い
ま
し

た。
写
真
の
部
門
は
、
二
十
八
名
が
参
加
し

て
、
一
人
二
点
～
三
点
出
品
し
、
防
府

で
は
今
ま
で
に
無
か
っ
た
事
で
多
く
の

人
々
に
喜
こ
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

と
し
て
は
、
今

後
の
予
定
で
は
、

写
真
展
を
老
人

ホ
ー
ム
に
限
定

し
て
、
二
年
く

ら
い
で
巡
回
展

を
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
と

平
行
し
て
グ

ル
ー
プ
展
も
行

い
た
い
と
思
っ

て
い
る
所
で
す
。

教
室
の
紹
介
代
表
　
河
野
　
智
恵

中
四
国
ハ
ワ
イ

ア
ン
協
会
に
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
所
属
し
て
お

り
ま
す
。
ハ
ワ
イ
の
先
生

か
ら
も
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
新
田

（
三
ク
ラ
ス
）
向
島

（
三
ク
ラ
ス
）
中
開
、

牟
礼
、
ソ
ル
ト
ア

リ
ー
ナ
他
で
指
導

し
て
お
り
ま
す
。

フ
ラ
大
好
き
な

ア
ロ
ハ
の
心
が

い
っ
ぱ
い
の
生
徒

で
す
。
新
ら
し
い

曲
に
も
意
欲
的
。

ホ
イ
ケ
（
発
表

会
）
、
福
祉
施
設

等
の
訪
問
、
そ
の

他
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
出
演
し
て

お
り
ま
す
。
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ス
ケ
ッ
チ
で
人
生
を
心
豊
か
に

ス
ケ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
十
色
会
　
藤
村
　
涼
子

平
成
二
十
五
年
十
一
月
、
生
涯
学

習
課
の
主
催
で
、
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
の

講
座
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
終
了
後
受

講
生
か
ら
続
け
て
学
び
た
い
と
い
う

声
が
多
数
上
が
り
、
熊
崎
範
男
先
生

を
講
師
と
し
て
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
先
生
は
、

二
十
代
の
こ
ろ
よ
り
、
仕
事
の
か
た

わ
ら
ス
ケ
ッ
チ
を
描
か
れ
、
退
職
を
機
に
地
元
に
戻
っ

て
創
作
活
動
を
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

生
か
し
た
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
と
の
考
え
の
基
に
、
会
の

名
前
が
「
ス
ケ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
十
色
会
」
と
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
を
通
し
て
豊
か
な
人
生
を
楽

し
も
う
、
と
の
先
生
の
思
い
に
支
え
ら
れ
、
各
々
が
の

び
の
び
と
描
く
こ
と
が
で
き
、
現
在
十
八
名
の
メ
ン

バ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
屋
外
に
出
か
け
て
、
現
地

を
見
な
が
ら
一
時
間
半
余
り
で
描
き
、
最
後
に
額
に
お

さ
め
て
講
評
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
先
生
の
講
評
が
大
変

勉
強
に
な
る
と
同
時
に
会
員
同
士
も
大
変
刺
激
に
な
り

ま
す
。
天
候
の
悪
い
時
や
、
冬
場
は
屋
内
で
の
学
習
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
四
月
に
は
、
五
日
間

の
日
程
で
作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

防
府
市
近
郊
を
描
い
た
作
品
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
来
場
者
の
方
々
に

親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
え
、
た
く
さ
ん

の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
現

在
、
次
の
作
品
展
に
向
け
て
活
動
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏
で
、
少
し
ハ
ワ
イ
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

代
表
者
　
堀
江
　
　
鴻

一
、
活
動
日
的

人
生
六
十
年
を
過
ぎ
て
、
元
気
な
う
ち
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
老
人
福
祉
施
設
の
慰
問
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
参
加
す
る
こ
と
。
結
成
は
、
平
成

十
五
年
十
月
、
六
名
で
ス
タ
ー
ト
。
「
じ
じ
・
ば
ば
ハ

ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
」
と
し
て
、
今
後
も
息
の
続
く
限
り

活
動
を
続
け
る
予
定
で
す
。

二
、
活
動
内
容
、
実
績

‖
老
人
福
祉
施
設
の
慰
問

・
あ
い
お
い
苑
（
防
府
・
湯
田
・
宇
部
・
徳
地
）

・
ま
め
舎
（
防
府
）

・
ケ
ア
パ
ー
ト
ー
ナ
ー
防
府

・
梅
光
苑
（
四
辻
）

・
自
由
の
杜
　
（
防
府
）

日
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

・
じ
ば
さ
ん
フ
ェ
ア

・
フ
ェ
ス
タ
ー
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト

・
防
府
市
民
音
楽
祭

・
天
神
ピ
ア
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

・
防
府
妙
見
神
社
夏
祭
り

・
防
府
市
生
き
生
き
シ
ル
バ
ー

の
集
い

・
防
府
C
級
フ
ェ
ス
タ
ー
ラ
イ
ブ以
上

歴
史
あ
る
防
府
詩
吟
連
合
会

会
長
　
中
尾
　
岳
奨

防
府
詩
吟
連
合
会
は
昭
和
四
十
年
六
月
、
当
時
、
防

府
市
内
に
本
部
ま
た
は
支
部
を
有
す
る
詩
吟
愛
好
の
団

体
が
お
互
い
の
融
和
と
親
睦
を
目
指
し
て
結
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

当
時
は
八
団
体
が
あ
り
、
防
府
在
住
・
山
口
大
学
教

授
で
あ
ら
れ
た
岡
田
岩
吉
先
生
を
顧
問
及
び
相
談
役
に

推
戴
し
、
会
長
に
は
恵
比
須
堂
印
刷
の
社
長
・
原
田
慎

太
郎
先
生
に
就
い
て
い
た
だ
き
、
会
員
五
百
名
を
越
え

る
団
体
と
し
て
発
足
、
そ
の
年
の
十
月
に
文
化
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
大
講
堂
に
各
流
会
派
の
会
長
や
先
生
方
を
来

賓
に
招
き
記
念
吟
詠
大
会
を
盛
大
に
挙
行
し
た
の
が
は

じ
ま
り
で
す
。

爾
来
五
十
四
年
、
幾
つ
か
の
変
遷
と
危
機
を
経
な
が

ら
も
先
輩
会
員
の
努
力
と
協
力
の
甲
斐
あ
っ
て
永
々
と

し
て
七
団
体
が
強
固
な
絆
で
結
ば
れ
、
今
も
活
発
に
活

動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

五
年
毎
の
記
念
大
会
、

賀
吟
詠
大
会
、
八
月

十
五
夜
観
月
吟
詠
大

会
、
毎
年
行
わ
れ
る
「
邦

楽
の
会
」
　
へ
の
参
加
等

を
恒
例
行
事
と
し
て
会

員
が
一
丸
と
な
り
、
今

は
来
年
迎
え
る
発
足

五
十
五
周
年
記
念
大
会

に
備
え
、
努
力
、
精
進

を
重
ね
て
お
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

二
月
十
一
日
の
建
国
記
念
祝
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楽
し
み
な
が
ら
伝
統
芸
能
を
継
承

会
長
　
勝
間
　
幸
次

室
町
時
代
に
「
編
み
竹
踊
り
」
が
独
立
し
て
演
じ
ら

れ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
る
「
南
京
玉
す
だ
れ
」
は
、

軽
妙
な
唄
と
リ
ズ
ム
と
動
作
で
、
観
る
人
の
心
を
和
や

か
に
す
る
　
「
見
立
て
芸
」
　
で
す
。

当
会
は
「
南
京
玉
す
だ
れ
」
　
の
継
承
と
慰
問
活
動
・

イ
ベ
ン
ト
参
加
等
地
域
貢
献
活
動
を
目
的
に
、
平
成

二
十
年
一
月
に
会
員
十
一
名
で
創
立
し
、
防
府
市
内
に

事
務
局
を
置
き
、
主
に
山
口
防
府
地
域
を
中
心
に
県
内

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
毎
月
の
防
府
市
文
化
福
祉
会
館
で
の

講
習
会
の
開
催
の
外
、
南
京
玉
す
だ
れ
の
楽
し
さ
を
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
体
験
教
室
を
随
時
開
催
。
ま
た
、

老
人
ホ
ー
ム
等
の
慰
問
及
び
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

当
会
は
、
防
府
市
文
化
協
会
会
員
の
外
、
防
府
市
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
防
府
市
社
会
福
祉
協
議
会
防

府
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
防
府
市
教
育
委
員
会

『
ほ
う
ふ
幸
せ
ま
す
人
材
バ
ン
ク
「
指
導
者
バ
ン
ク
」
』

及
び
山
口
市
内
の
公
的
三
機

関
に
も
団
体
登
録
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
南
京
玉
す
だ
れ
、

あ
な
た
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
！
人
生
が
楽
し
く
な
り
ま

す
よ
！
再
来
年
に
は
創
立
十
周
年

を
迎
え
ま
す
の
で
、
記
念
行

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

防
府
市
文
化
協
会
に
参
加
し
て

若
柳
貴
書
華

吉
冬
貴
の
会
は
日
本
舞
踊
・
若
柳
流
を

通
し
て
、
知
識
・
技
術
を
学
び
、
日
本
文

化
の
向
上
を
目
的
と
し
、
更
に
会
員
相
互

の
親
陸
を
図
り
、
事
業
と
し
て
若
柳
流
舞

踊
会
（
公
社
）
　
日
本
舞
踊
会
、
各
地
文
化

祭
、
お
さ
ら
い
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
開
催
ま
た
は
参
加
す
る
こ
と
を
常
に
心

が
け
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
名
取

り
を
含
め
二
十
二
名
お
り
、
十
代
か
ら

八
十
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
古
典
舞
踊
を
は
じ
め
新
舞
踊
（
歌

謡
舞
踊
）
を
お
稽
古
し
て
い
ま
す
。

吉
冬
貴
師
匠
は
本
家
の
あ
る
京
都
で
家
元
の
ご
指
導
を
受
け
、
福

岡
県
久
留
米
市
で
行
わ
れ
て
い
る
家
元
稽
古
に
も
毎
年
参
加
し
て
い

ま
す
。
私
は
幼
少
期
の
頃
よ
り
吉
冬
責
師
匠
の
元
で
日
本
舞
踊
を
学

び
、
十
五
歳
の
時
に
名
取
り
と
し
て
お
名
前
を
い
た
だ
き
、
今
日
ま

で
お
稽
古
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

防
府
市
文
化
協
会
の
総
会
に
は
毎
年
個
人
会
員
と
し
て
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
普
段

は
交
流
の
少
な
い
各
分
野
の
方
々
や

地
域
の
方
々
と
も
交
流
で
き
、
と
て

も
楽
し
く
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
個
人
会
員
の
特

典
と
し
て
、
市
民
文
化
祭
の
洋
舞

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
邦
楽
の
会
が
無

料
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。
個
人
会
員
の

増
員
と
と
も
に
、
文
化
協
会
の
こ
れ

か
ら
の
更
な
る
発
展
に
協
力
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

防
府
市
文
化
協
会
支
援
事
業
部
会
は
、

防
府
市
内
に
所
在
す
る
企
業
及
び
個
人
等

が
参
加
し
て
結
成
す
る
組
織
で
、
防
府
市

内
で
実
施
す
る
文
化
・
芸
術
等
の
活
動
を

支
援
し
、
市
民
の
文
化
・
芸
術
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
具
体
的
に
は
、
防
府
市
に
在
住
す
る
団

体
及
び
個
人
の
方
が
、
防
府
市
で
開
催
す

る
文
化
・
芸
術
等
の
活
動
に
対
す
る
助
成

を
行
い
ま
す
。

申
請
期
間
は
、
六
月
末
と
十
一
月
末
の

年
二
回
で
す
。
審
査
は
、
市
民
文
化
活
動

支
援
事
業
部
委
員
に
よ
り
、
七
月
と
十
二

月
に
あ
り
ま
す
。
指
定
の
申
請
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
防
府

市
文
化
協
会
事
務
局
ま
で
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
、
市
民
文
化
活
動
支
援
事
業
部

会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
防
府
市
内
の
文

化
・
芸
術
の
振
興
に
ど
尽
力
下
さ
い
ま
す
、

防
府
市
内
の
企
業
・
個
人
の
方
を
会
員
と

し
て
広
く
募
っ
て
お
り
ま
す
。
年
会
費
は

一
万
円
で
す
。

特
典
と
し
て
、
文
化
協
会
主
催
行
事
で

あ
る
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
邦
楽
の
会

が
無
料
に
て
ご
鑑
賞
頂
け
ま
す
。



平成23年度～平成27年度　市民文化活動助成交付状況
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音楽・美術・文芸・ �・市民音楽祭参 �・合唱による老人保健施設慰 � � �・第9回山口県総合 
演劇等の創作発表 �加及び合唱講 習会 【20千円】 �問、学校訪問活動 【20千円】 ・山頭火讃歌隊結成 10周年記念事業 【50千円】 ���芸術文化祭’15やま ぐち県詩祭防府 【50千円】 

公演・展示・鑑賞 � �・第21回全国山頭火 �・フルートフェスタ �・中関小唄CD作成事 �・防府映像サークル 
等の場づくり ��フォーラム �山口2013 �業 �第20回ビデオ作 

【100千円】 �【100千円】 �【50千円】 �品上映会 【55千円】 

歴史的町並みの保 存等文化的な環境 づくり � � � � � 

文化財・伝統芸能 � � �防府民俗芸能まつり �・大道文楽人形浄瑠璃 �・「中開塩浜唄の会」 
の保存伝承 ���【180千円】 �保存会による人形浄 瑠璃公演 【30千円】 �による太鼓演奏 【30千円】 
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平
成
二
十
八
年
度

第
一
回
支
援
事
業
部
会
審
査
会
報
告

日
平
成
二
十
八
年
度
　
申
請
第
一
号

防
府
民
俗
芸
能
連
盟
「
大
平
ふ
る

里
保
存
会
」
出
演
経
費

・
・
・
防
府
民
俗
芸
能
連
盟

助
成
決
定
額
‥
三
万
円

日
平
成
二
十
八
年
度
　
申
請
第
四
号

著
作
「
教
室
で
見
た
山
頭
火
の
こ

こ
ろ
と
句
の
遍
歴
『
そ
う
だ
っ
た
の

か
、
山
頭
火
』
　
の
刊
行
、
頒
布

・
・
・
西
本
　
正
彦
助
成
決
定
額
‥
十
五
万
円

日
平
成
二
十
八
年
度
　
申
請
第
五
号

「
野
村
望
東
尼
百
五
十
回
忌
記
念

短
歌
作
品
募
集
と
優
秀
作
品
の
表

彰
」
事
業

・
・
・
防
府
野
村
望
東
尼
会

助
成
決
定
額
‥
十
万
円

佃
平
成
二
十
八
年
度
　
申
請
第
六
号

第
三
十
四
回
山
口
県
書
道
連
盟
展

・
・
・
一
般
社
団
法
人

山
口
県
書
道
連
盟
防
府
支
部

助
成
決
定
額
‥
五
万
円

防
府
映
像
サ
ー
ク
ル

大
劇
場
で
大
き
な
感
動
－
・

会
長
　
清
澄
　
邦
夫

私
た
ち
防
府
映
像
サ
ー
ク
ル
は
、
昨
年
十
月
「
イ
オ
ン
シ
ネ

マ
」
で
ビ
デ
オ
作
品
の
公
開
映
写
会
を
行
い
ま
し
た
。

二
百
人
収
容
の
本
格
的
な
劇
場
で
十
三
本
の
ビ
デ
オ
を
上
映

し
ま
し
た
が
、
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
、
ク
リ
ア
な
音
響
な
ど
す

ぐ
れ
た
環
境
の
中
で
の
上
映
で
、
百
八
十
人
余
の
お
客
さ
ま
か

ら
は
、
「
感
動
し
ま
し
た
」
と
い
う
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
の
方
の
ご
支
援
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
「
市
民
文
化
活
動
支
援
事
業
部
会
」
か
ら
補

助
金
を
頂
い
た
の
が
、
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
面
で
悩
ん
で
い
る
時
、
防
府
市
文
化
協
会
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
『
「
支
援
事
業
部
会
」
の
支
援
を
お
願
い
し
た
ら
？
』

と
い
う
助
言
を
受
け
て
申
請
手
続
き
を
し
、
認
め
て
頂
き
ま
し

た。

こ
れ
ま
で
に
な
い
沢
山
の
お
客
さ
ま
か
ら
喜
ん
で
頂
け
た
こ

と
は
、
ひ
と
え
に
文
化
活
動
支
援
事
業
部
会
の
お
力
添
え
が

あ
っ
た
か
ら
と
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

現
在
、
私
た
ち
「
防
府
映
像
サ
ー
ク
ル
」
の
会
員
は
二
十
人
、

う
ち
女
性
会
員
四
人
。
毎
月
の
例
会
で
ビ
デ
オ
作
品
を
持
ち
寄

り
、
上
映
鑑
賞
、
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

行
け
な
か
っ
た
市
内
の
行
事
や
見
知
ら
ぬ
国
の
旅
行
記
で
視

野
が
広
が
る
な
ど
、
毎
回
、
ワ
ク
ワ
ク
感
を
覚
え
ま
す
。

意
見
交
換
で
は
、
撮
影
の
苦
心
談
、
編
集
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
裏

ワ
ザ
を
聞
く
な
ど
、
技
術
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

「
楽
し
く
撮
っ
て
、
楽
し
く
編
集
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
下
作

品
発
表
会
に
向
け
て
の
作
品
づ
く
り
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま

す。

公
開
映
写
会

と
　
き
　
十
月
二
十
二
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
か
ら

と
こ
ろ
　
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
防
府
（
防
府
駅
南
）

月
例
会
毎
月
第
三
金
曜
日
　
十
三
時
三
十
分
よ
り

松
崎
公
民
館
　
（
初
心
者
大
歓
迎
）

市
民
文
化
活
動
の
資
金

助
成
を
受
け
て西
本
　
正
彦

H
　
個
人
で
活
動
し
た
い
こ
と
が

あ
っ
て

昭
和
四
十
五
年
に
、
「
郷
土
の
俳
人

山
頭
火
」
を
、
中
学
校
の
道
徳
で
扱
い
、

意
外
に
も
山
頭
火
の
人
物
が
批
判
的

な
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

総
合
的
な
全
体
評
価
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
小
・
中
・
高
校
の
国

語
教
科
書
す
べ
て
に
、
山
頭
火
が
扱

わ
れ
て
お
り
、
彼
の
生
涯
を
正
し
く

理
解
す
る
情
報
、
資
料
が
喫
緊
の
課

題
と
考
え
ま
す
。

H
　
山
頭
火
の
生
き
方
に
学
び
た
い

九
歳
で
母
の
日
死
に
遭
い
、
そ
の

無
念
だ
っ
た
生
涯
を
思
い
、
自
ら
の

生
涯
を
真
剣
に
考
え
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
山
頭
火
は
、
家
業
や
財
産

に
目
も
く
れ
ず
、
十
三
歳
に
し
て
、

好
き
な
「
文
芸
」
に
進
み
た
い
と
い

う
自
我
に
め
ざ
め
た
の
で
す
。

そ
の
後
紆
余
曲
折
が
あ
っ
て
も
、

人
間
の
真
実
を
追
い
求
め
て
、
文
芸

は
自
由
律
句
一
筋
に
薫
き
ま
し
た
。

臼
　
市
文
化
協
会
市
民
活
動
の
助
成

を
申
請
し
て

出
版
は
、
山
頭
火
に
詳
し
い
春
陽

堂
に
依
頼
し
て
、
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
、

山
頭
火
」
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

防
府
市
文
化
協
会
の
市
民
文
化
活

動
助
成
制
度
に
応
募
し
て
、
十
五
万

円
の
ご
援
助
を
賜
り
、
市
内
各
小
中

学
校
に
山
頭
火
の
図
書
を
寄
贈
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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防府市文イヒ協会　後援を受けた団体の活動情報

10月2日（日） （10：00～14：30） �第45回防府市民短歌大会 �防府市文化財郷土 資料館講座室 �応募料1首につき1，000円 

10月2日（日） （12：00～） �第25回能章まつり �アスピラート 3階苦楽ホール �無料 

10月12日的 �防府市制施行80周年記念　市民に贈る吹奏楽 �防府市公会堂 �全席指定500円 
（18：30～21：00） �の夕べ2016ブリヂストン吹奏楽団久留米コン サート ��（3歳未満入場不可） 

10月15日仕） （11：30～12：30） �第7回防府天満宮書道パフォーマンス �防府天満宮 �無料 

10月23日（日） （13：00～） �市民川柳大会 �防府市文化財郷土 資料館講座室 �1，000円 

11月6日（日） （13：00～16：30） �野村望東尼150回忌記念祭 �アスピラート 苦楽ホール �無料 

11月8日（火） �防府市制施行80周年記念 �防府市公会堂 �全席自由 
（18：30～20：30） �モンゴル国立馬頭琴交響楽団防府公演2016 ��一般3，500円：高校生以下1，000円 （当日500円高、財団会員500円引） 

11月12日出 （14：00～16：00） �第18回マンドリンとギターの集い �アスピラート �500円 

11月19日出 �～英雲荘の歴史につつまれて～ �英雲荘 �入場無料（当日は英雲荘入館料も無料） 
（14：00～15：00） �撃：山野安珠美・尺八：石垣征山 　　　　　　未来への足書 

11月20日（目上21日（月） （10：00～16：00） �いけばな池坊展 �アスピラート 2階 �無料 

7

椙
取
素
彦
顕
彰
会

窪
田
　
桝
二

平
成
三
十
年
は
明
治
維
新
か
ら
百
五
十
年
日
に
な

り
ま
す
。
吉
田
松
陰
、
高
杉
晋
作
、
久
坂
玄
瑞
、
坂
本
竜
馬
を

は
じ
め
維
新
の
志
士
た
ち
が
闊
歩
し
た
防
府
市
は
萩

市
や
下
関
市
、
山
口
市
と
と
も
に
、
明
治
維
新
胎
動
の

地
と
し
て
、
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

果
た
し
た
役
割
の
大
き
な
も
の
を
あ
げ
る
と
H
元

治
元
年
（
一
八
六
二
）
六
月
二
十
四
日
、
の
ち
に
明
治

政
府
を
に
な
う
二
人
の
志
士
、
伊
藤
博
文
、
井
上
馨
が
、

留
学
中
の
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
か
ら
帰
国
、
横
浜
か

ら
大
分
県
姫
島
を
経
由
し
て
富
海
上
陸
。

日
慶
応
元
年
八
月
二
十
六
日
、
三
田
尻
海
軍
局
倉
庫

に
大
量
の
兵
器
が
井
上
馨
に
よ
り
薩
摩
船
胡
蝶
丸
と

海
王
丸
に
よ
っ
て
運
び
込
ま
れ
た
こ
と
。
四
境
戦
争
で

こ
の
兵
器
が
何
十
倍
の
兵
力
の
幕
府
軍
を
破
り
ま
す
。

目
慶
応
二
年
十
二
月
二
十
八
日
、
三
田
尻
貞
永
邸
で

の
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
キ
ン
グ
提
督
と
毛
利
敬
親
、
元
徳
親

子
と
の
会
談
。

佃
慶
応
3
年
（
一
八
六
七
）
十
一
月
二
十
五
日
、
長

州
軍
の
総
大
将
毛
利
藤
内
、
参
謀
横
取
素
彦
、
総
指
揮

官
山
田
顕
義
は
、
鞠
生
松
原
の
小
鳥
神
社
で
必
勝
の
祈

り
を
さ
さ
げ
、
向
島
の
小
田
港
か
ら
七
艦
の
軍
艦
に
乗

船
、
京
都
、
江
戸
に
東
上
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

薩
長
同
盟
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
栢
取
素
彦
は
、

三
田
尻
宰
判
の
最
後
の
代
官
職
を
務
め
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
百
五
十
年
を
機
に
過
去
の
防
府
の
歴
史

に
も
目
を
向
け
て
み
た
い
も
の
で
す
。

十
月
二
十
二
日
（
土
）防
府
市
立
小
野
中
学
校

十
月
二
十
九
日
（
土
）防
府
市
立
大
道
中
学
校

そ
れ
以
外
の
中
学
校
は
、

十
月
二
十
三
日
（
日
）
　
で
す
。

喜
一
＝
名
物
イ
ベ
ン
ト
■
－

「
ち
ょ
る
ち
ょ
る
や
っ
ち
ょ
る
お
ど
っ
ち
ょ
る
～

♪
み
ち
ょ
る
や
っ
ち
ょ
る
お
ど
っ
ち
ょ
る
～
♪
」

平
成
二
十
八

年
七
月
三
十

日
（
土
）
防
府

駅
み
な
と
口
で

「
防
府
お
ど
り
」

が
開
催
。
飛
び

入
り
参
加
、
見

覚
え
の
あ
る
顔

ぶ
れ
も
あ
り
、

見
て
い
る
だ
け

で
、
楽
し
い
風

景
で
し
た
。
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